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下呂は江戸時代初期、博識な儒教者である林羅山により、
有馬・草津と並ぶ天下の三名泉と仰せられた。
昭和の時代、大量生産大量消費の高度成長期、
会社の労働者への労いで温泉街は大変賑わっていた。
今、物価高で生活が苦しい時代ではあるが、疲れた庶民の
身体や心を芯から温め優しく湯煙で包んでくれている。

小林容子（こばやし　ようこ）
岐阜県
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下呂市役所萩原庁舎福祉部社会福祉課手話通訳相談員として

手話サークル『うさぎの森』のメンバーたち
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TVドラマ『愛していると言ってくれ』を見て、「手話で話すって、なんて素敵で魅力的！」と
感じていた小林さんは、下呂に住むようになってから手話サークルを訪ねた。
その頃、人口4万人余りの下呂市には手話通訳者がいなかった。
サークル仲間と当時の制度としてあった岐阜県登録手話奉仕員試験を目指した。
その後、小林さんは手話通訳者としてゼロからの出発であったが、
やがて手話通訳士試験にも合格し、2011（平成23）年、下呂市で手話通訳者設置事業が
始まり手話通訳者として下呂市役所に勤めることで行政側にも聴覚障がい者への理解を広め
ていけたのは大変良かった。
今はろう者の高齢化が進み、人数は減ったが、病院での手話通訳件数が増えたので仕事は忙しい。
地域での手話通訳の必要性や認知度は広まってきたが、これからは後継者を育てていくこと
にも力を注ぎたい。

登録手話通訳者の仲間たちと飛騨川の中にある足湯で
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写真／文　松本　博

年に3〜4回開かれる講習会。ろう者である杉山さんの「生い立ち」をテーマに開かれた。
体、表情、スピードでの表現に話がグイグイと強烈に伝わってくる。
講演が終わった後、みんなが「良かった！」の声と満場の拍手（手話）。
手話通訳者はろう者の人生と共にあり、最大の理解者なのだと思った。

手話サークル『うさぎの森』で月1回開かれる講演会




